
 

 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成の方針） 

 

宮崎大学大学院教育学研究科教職実践開発専攻（専門職学位課程）では、ディプロマ・ポリシー（修了認

定・学位授与の方針）に掲げる資質・能力を備えた人材を養成するため、以下の方針に基づいて教育課程を

編成・実施する。 

 

【教育課程の編成】 

１．教育目標に即して専門的な方法論と知識を体系的に学ぶことができるように教育課程を編成する。 

２．高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、実践的な指導力・展開力を

備えた新人教員及び現職教員を養成するために、共通領域科目、コース科目を学習達成度指標に即して段階

的に設置する。 

３．教育理論と実践力・応用力の融合を図るために、教育実習科目を設置する。 

４．ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針）に掲げる資質・能力の修得状況を振り返り、総合的に

評価するために、目標達成確認科目（課題研究リポートを含む）を設置する。 

 

【教育内容・方法】 

１．各授業科目のシラバスにおいて、到達目標、授業計画、成績評価基準・方法、事前・事後の学習の指示、

ディプロマ・ポリシーとの関連を明記し、周知する。 

２．各授業科目において、研究者教員と実務家教員の共同授業、アクティブラーニング（双方向型授業、グルー

プワーク、模擬授業など）を積極的に取り入れた教育方法を用いることで、学生が自ら学修計画を立て、主体

的な学修ができるようにする。 

３．現職教員等学生・現職管理職学生と学部新卒既卒学生の学修成果に基づき、授業形態や指導方法を工夫する

ことで、各学生の学修段階に即した学修ができるようにする。 

４．教育実習の事前事後指導を充実させることで、教育理論と実践力・応用力の融合を図れるようにする。 

 

【学修成果の評価】 

１. 学修目標の達成水準を明らかにするために、成績評価基準・方法を策定・公表する。 

２. 個々の授業科目においては、シラバス等に明記した成績評価基準・方法に基づき、定量的又は定性的な根

拠により厳格な評価を行う。 

３. 学修成果を把握するために、教育活動、学修履歴及び学生の成長実感・満足度に係わる情報を適切に収

集・分析する。 

４. ディプロマ・ポリシーの方針に基づく学生の学修過程を重視し、在学中の学修成果の全体を評価する。 

５. 学生が学修目標の達成状況をエビデンスに基づいて説明できるよう、学修成果の可視化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 


